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取 付 要 領 書  

・ご使用の前に、この＜説明書＞をよくお読みのうえ、内容を理解してか   

  らお使いください。 

・お読みになったあとも、本製品のそばなどに保管していつでも見られる 

ようにしてください。 
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ルーバー式車両搭載 LED情報板 
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●取扱説明書をよくお読みいただき正しく安全にご使用ください。 

●本製品を取り付ける際は、当社またはカーディーラー、カーショップ、車両部品取付店等にて行ってく

ださい。（自動車や電装関係の知識が有る所で取り付けを行ってください。）当社では上記以外での取

り付け等（知識の無い作業者の取り付け）による破損、事故などは一切補償いたしかねますので、ご了

承ください。 

●本製品は電子部品を使用しているため、静電気等に注意して作業してください。 

（作業前に車両の金属部などに触るなどして、体に帯電している電機を放電させてから作業を行ってく

ださい） 

●車両への取り付けは付属の金具を使用して取り付けてください。 

●取り付け用のねじ等は、ネジロック剤を塗布するなど必ず緩み止め処理を行ってください。 

●次のような場所に保管をしないでください。 

 ・強い磁気、静電気が発生するところ。 

 ・温度や湿度が条件に合致しないところ。 

 ・平らでないところや振動が発生するところ。 

 ・火気の周辺や熱気のこもるところ。 

 ・漏電・漏水の危険があるところ。 

 ・その他、保存環境に合致しないところ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、注意事項 
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下の配線図を参考に配線の接続を行ってください。 

 

 ●表示部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●コントローラー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、配線図 

コントローラー 

電源ソケット 
車両ヒューズ
ボックス 3A ﾋｭｰｽﾞ 

上部警光灯 
名古屋電機製 LED散光警光灯 XB12-B２P00 

赤色 電源 DC＋12V 

表示面 

リレー 

黒色 電源－マイナス 

赤色 電源 DC＋12V 

黄色 電源 DC＋12V 

黒色 電源－マイナス 

白色 減光 ＋12V と接続すると減光 

緑色 点滅パターン 

    ※警光灯の説明書を参照ください。 

警光灯接続ケーブル 

表示部電源ケーブル 

ACC（＋12V） 

バッテリー 

ﾋｭｰｽﾞ 
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１、表示部本体を車両に仮設置します。 

 

表示部本体を固定金具が取り付けられたまま車両の取り付け位置に置いてください。 

 

２、取り付け用の穴位置を決めます。 

 

設置位置が決まりましたら、本体固定ネジを 

８本全て外して固定金具が動かないように 

固定金具から本体を取り外してください。 

 

 

 

金具固定穴の位置を車両にマーキングしてくだ 

さい。 

 

 

３、固定金具を車体に取り付けます。 

 

マーキングした位置に穴を開け金具を車両に

しっかりと取り付けてください。 

 

金具を固定しましたら、角度調整固定ネジをし

っかりと締め付けてください。出荷時は仮止め

の状態になっています。 

 

 

 

４、表示部本体を取り付けます。 

 

金具に表示部本体を戻し、外した本体固定ネジ

を使用して金具と本体を固定してください。 

 

 

 

 

 

 

３、表示部の取り付け 

金具固定穴 
 １個の金具に３箇所 合計９箇所あ
ります。 ここをマーキング。 

固定金具 

角度調整固定ネジ 

本体固定ネジ 
 前後に４本づつ８本あります。 

本体固定ネジ 
 前後に４本づつ８本あります。 
 しっかりと締め付ける。 
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●表示部本体の電源の配線は、付属の表示部電源ケーブルで下記のように接続します。 

 

 赤線は下図のように接続し、エンジンが掛かっていないときは DC12Vが切断されるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※バッテリーの＋側線を車内に引き込むのが難しい場合は、車内のヒューズボックス等のバッテリー線

に接続してください。その場合は本製品単体で電源を取れるように接続し、他の機器は接続しないで

ください。 

 

 黒線はバッテリーのマイナス（ボディアース）に接続します。 

 （基本の接続は下のような部品を使用してアースを取ってください。） 

 

 

 

 

 

●電源配線が終了したら、見やすい場所に付属の注意タグを付けてください。 

   （使用例） 

 

●警光灯の配線は、コネクタ側を表示部本体下側のコネクタに接続し、反対側は警光灯用コントローラー

等に接続してください。（警光灯の説明書を参照ください。） 

 

４、配線について 

表示部本体下側のギボシ端子に接続する 

赤色 電源 DC＋12V 

リレー 

黒色 電源－マイナス 

表示部電源ケーブル 

ACC（＋12V） 

バッテリー 

ﾋｭｰｽﾞ 
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●コントローラーの配線 

 

 付属の電源ソケットを下図のように接続し、ソケットを運転者および同乗者の邪魔にならない位置に固

定して、コントローラーのシガープラグを差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●車両の取扱説明書等でヒューズの場所や使用するヒューズを確認します。 

 エンジンが掛かっていない時に DC12Vが切断される位置を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●下図のような部品を使用し、アクセサリ系のところから電源を取ってください。 

 

 

 

 

 

コントローラー 

シガープラグ 

５、コントローラーの取り付け 

電源ソケット 
車両ヒューズ
ボックス 3A ﾋｭｰｽﾞ 

※電源ソケットの使用方法
は、ソケットに付属の説明
書をご確認ください。 
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●コントローラーの設置 

 

 付属のコントローラー用フックを運転の支障にならない位置に取り付けて、コントローラーを掛けて使

用します。 

 ※コントローラー用フックを取り付ける際はエアバッグがない事を確認してから付けてください。 
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